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マレーシア
(主にクアラルンプール近郊）

※本学教職員が引率します

2024年２月25日(日)
～３月 ４日(月）

30万円程度
※航空運賃、宿泊費、食費、現地交通費、
施設入場料等を含みます

※香川大学校友会から6万円の支給があり
ます(3月末頃支給予定、校友会への加入
が必要)

※詳細は募集要項を参照してください

全学部の主に学部1、2年生

20名程度

※英語力は問いません
※国際交流・異文化体験に興味がある方

応募締切

2023年1１月１５日（水）
17：00（厳守）

プログラム内容・概要

充実したサポート

◆期間中本学の教職員が引率・助言します
◆現地協定校学生（バディ）がサポートします
◆留学前の研修、留学後のフォローがあります
※詳細は以下URLの募集要項を見てください

https://www.kagawa-
u.ac.jp/kuio/study_abroad/23825/29125/

インターナショナルオフィス 滝川祐子 E-mail : takigawa.yuko@kagawa-u.ac.jp

マレーシア・多文化体験プログラム

問合せ先

▶ 海外渡航が初めての方でも参加しやすいプログラムです
▶ 事前に定めたテーマに沿って海外で多様な文化・社会体験
を行い、課題の発見と気づきを得るプログラムです

フィールドワークを通じて学ぶ！
◆香川大学学術交流協定校(プトラ・マレーシア
大学[UPM]）訪問

◆異文化・多様性を学ぶ各種活動
◆JICAマレーシア事務所訪問 等

全学部生対象

2023年度春期 超短期留学入門プログラム

参加者募集！

プトラ・マレーシア大学の学生と共に学ぶ

参加申し込み
以下のURLか、QRコードからできます
https://forms.office.com/r/ffMfd3c6B4

【報告会/説明会】2023年10月13日（金）18：00-18：30 医学部キャンパス 臨床講義棟２F
2023年10月16日（月）12：10-12：50 幸町キャンパス グローバル・カフェ



▶行程（予定）

▶応募以降のスケジュール（締切延長のため変更）
日 付 事 項

11月15日（水） 参加申込書等、応募書類提出締切

11月中旬 応募者へ選考結果通知

12月25日（月） 第１回事前研修（オリエンテーション、留学前BEVIテスト*受検等）

１月12日（金） 第２回事前研修（事前課題発表等）

１月27日（土） 第３回事前研修（海外危機管理セミナー、出発前最終確認等）

２月25日（日）～３月４日（月） マレーシアでの留学プログラム実施

帰国後～３月15日（金）
香川大学校友会補助金申請書類の提出（対象者のみ）※３月末頃支給予定

留学後BEVIテスト*受検

４月上・中旬 帰国報告会、修了証授与

日 付 スケジュール

２／25（日）１日目
午前：関西国際空港集合→クアラルンプール（マレーシア）へ出発
午後：クアラルンプール空港着

２／26（月）２日目
午前：歓迎セッション、キャンパスツアー等
午後：プトラ・マレーシア大学での講義１、２

プトラジャヤ（マレーシアの行政新首都である連邦直轄領）見学

２／27（火）３日目
午前：JICAマレーシア事務所訪問
午後：クアラルンプール市内見学（国立博物館、マレーシアツーリズム

センター、ペトロナスツインタワー等）

２／28（水）４日目
午前：プトラ・マレーシア大学での講義3、4
午後：フィールドワーク（プトラ・マレーシア大学演習林での活動）

２／29（木）５日目
午前：民族文化村見学
午後：プトラ・マレーシア大学での講義５

３／１（金）６日目 終日：グループプレゼンテーション準備（準備後は自由時間）

３／２（土）７日目
午前：マレーシアでの学びに関するプレゼンテーション
午後：修了式、修了証授与

３／３（日）８日目
午前：マーケット見学
午後：クアラルンプール空港発

３／４（月）９日目 午前：関西国際空港着、解散

* BEVI（Beliefs, Events, and Values Inventory）は、表層に現れる個人の知識やスキルなどに比べ、深層に存在する、感情、動機、価値観、信念、欲求などの

分析を行う心理テストです。留学プログラムでは言語力・コミュニケーション力の改善以外に、異文化理解や宗教観や社会性、ジェンダー意識などの変化
が期待されます。香川大学では、留学前後に実施することで、参加者に起こる変化への「気付き」を促す目的として、数年前からBEVIを採用しています。IO

から提供されるURLにアクセスして設問に回答する自己テスト形式で行われ、回答した個人情報は厳正に管理されますので安心してください。

2022年度プログラム参加者の声
マレーシアでは自然と人々の生活が共存しているということや、バディはもちろん、現地の人たち自身も異文化

の人を受け入れる体制が出来ていたということを肌で感じることができました。また、UPMの方たちも私たちの

英語力が拙いにもかかわらず、わたしたちのペースに合わせて学習を手伝ってくれたり、たくさん話かけてくれた

りしたので、非常に濃厚な時間を過ごすことが出来ました。毎日いろいろな場所に行って、写真やガイドで文章を

見るだけではわからない生のマレーシアを感じることや、多文化に触れてその価値を自分の文化と比較しながら

味わうこともできたのでとても楽しかったし、ぜひまたマレーシアに行きたいと思いました。

安井真希さん（経済学部経済学科2年（参加当時））


